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注
意
事
項 

 

（
一
）
問
題
冊
子
は
、
試
験
開
始
の
合
図
が
あ
る
ま
で
開
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。 

（
二
）
課
題
は
全
部
で
五
つ
あ
り
ま
す
。 

（
三
）
配
付
さ
れ
た
半
紙
二
十
枚
、
半
切
五
枚
の
う
ち
、
各
課
題
の
一
枚
ず
つ
を
答
案
と
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

（
四
）
受
験
番
号
は
課
題
ご
と
に
提
出
す
る
答
案
の
左
下
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
算
用
数
字
・
漢
数
字
ど
ち
ら
で
も
可
。 

（
五
）
検
査
時
間
は
一
二
〇
分
間
で
す
。 

（
六
）
答
案
以
外
の
問
題
お
よ
び
用
紙
類
は
す
べ
て
持
ち
帰
っ
て
く
だ
さ
い
。 



課
題
一
、
左
の
語
句
を
半
紙
に
楷
書
で
揮
毫
せ
よ
。
（
縦
書
き
の
こ
と
。） 

 
魚 
遊 

釜 

中 

  

課
題
二
、
別
紙
一
の
左
記
の
釈
文
の
部
分
を
半
紙
に
臨
書
せ
よ
。 

 

美 

人 

姓 

董 

  

課
題
三
、
左
の
短
歌
を
半
紙
に
揮
毫
せ
よ
。（
縦
書
き
の
こ
と
。
変
体
仮
名
の
使
用
、
漢
字
と
仮
名
の
変
換
、
構
成
は
自
由
。
） 

 

朝
ぼ
ら
け
あ
り
あ
け
の
月
と
見
る
ま
で
に 

吉
野
の
里
に
ふ
れ
る
白
雪 

 



課
題
四
、
別
紙
二
を
半
紙
に
臨
書
せ
よ
。
（
左
記
の
釈
文
を
参
照
の
こ
と
。
） 

 

は
（
者
）
る
（
留
）
た
（
多
）
て
ば
ゝ
な
（
奈
）
と
や
み
（
三
）
ら
む
（
无
）
し
（
志
）
ら
ゆ
き
（
支
）
の 

か
（
可
）
ゝ
れ
（
礼
）
る
え
（
要
）
だ
（
多
）
に
（
尓
）
う
ぐ
ひ
す
の
な
（
那
）
く 

  

課
題
五
、
左
の
①
か
ら
③
の
課
題
の
う
ち
、
一
題
を
選
び
、
半
切
に
揮
毫
せ
よ
。
（
書
体
自
由
、
縦
書
き
の
こ
と
。 

た
だ
し
、
③
に
つ
い
て
は
変
体
仮
名
の
使
用
、
漢
字
と
仮
名
の
変
換
、
構
成
は
自
由
。） 

 

① 

君 

子 

之 

徳 

風 

② 

日
色
射
雲
時
弄
彩 

雨
絲
吹
雪
不
成
花 

③ 

み
山
よ
り
お
ち
く
る
水
の
色
み
て
ぞ 

秋
は
か
ぎ
り
と
思
ひ
し
り
ぬ
る 

  


